
課題⑥

レジリエントな防災
・減災機能の強化被災時の臨時通信手段

の提供

システム（研究開発）の概要 社会実装形態
ＩＰ－ＰＢＸ（交換機）・Wi-Fiアクセスポイント（無線機）・ルータ

（インターネット通信機器）をＩＣＴユニットとしてパッキングし、
誰でも短時間で構築できるよう自動化・手順化を行う。

通信途絶時に衛星通信とセットで装備することで、被災者が
普段使いのスマートホンを使用して、インターネットや音声通
話が行えるようにする。

2016年4月熊本地震での通信手段の提供
 アタッシュケース型ＩＣＴユニットにより、高森町役場の職員執務室と住民が利用する共用スペースに通信環境を提供した。

 携帯キャリア通信網が整備される前に利用できるためには、より早いタイミングでのサービス提供が必要であり、そのため
には自治体や全国各地の総合通信局などへの日常配備計画を検討・推進する必要がある。

避難者間通話

職員間通話

避難所

ＩＣＴユ
ニット

例）Intel NUC:core-i3/SSD120G/
ﾒﾓﾘ8G、重さ:約500g

例）JTTﾏｲﾊﾞｯﾃﾘｰ:22,000mAh(3.7V)
出力：5V,12V,19V、重さ:580g

IP-PBX本体

その他（LANｹｰﾌﾞﾙ,電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀ,
小物類）含む

重さ合計：約５kg～６kg

Wi-Fi アクセス
ポイント

例）4ipnet EAP701:802.11 b/g/n、
重さ:約100g

貸出用スマートホン

アナログ電話用VoIP
ゲートウェイ

L2switch

例）サンワサプライ BAG-722N
内寸：W430×D100×H303mm等
外寸：W445×D115×H335mm等
重さ：1.5kg(ABS)～3.0kg(ｱﾙﾐ)

例）Patton SN4114、
重さ:約500g

機器構成

インターネット
接続サービス

NICT車載衛星基地局×ICTユニット

ドコモ衛星携帯電話×ICTユニット

住民が共用スペースでインターネット

職員が自席で電話

音声通話
サービス

 自前のス
マートホン
を利用（普
段使いの
電話番号
が利用可
能）

 超高速イン
ターネット衛
星WINDS

 キャリアフ
リーで利用
可能

衛星電
話網

インター
ネット

バッテリx2 (本体、
Wi-Fi用)
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